
１．「建設機械施工のオートメーションハブ」の位置付け（関係施策等を踏まえた俯
瞰図・位置付け）
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○ 我が国が直面している人口減少の中、建設業は他産業と比較して高齢化率が高く、建設事業の担い手不足が深刻化している。他方で気
候変動の影響による自然災害の激甚化・頻発化、高度成長期以降に集中的に建設されたインフラの老朽化が進行するなど、国土の安
全・安心の確保や人流・物流の確保などを支えるインフラを将来にわたり維持していくことが困難な局面に直面している。

○ 将来にわたって必要なサービスを提供していくためには、建設現場の飛躍的な生産性向上・省人化が必要であり、生産性向上・省人化
を担う技術として建設施工の自動化・自律化技術が注目されている。

○ 自動化・自律化技術は技術開発の途上にあり、また、中小建設業者には技術そのものや導入のノウハウが無いことから、国内外を含め
実現場への適用事例はごく限られている。

○ 国内外の建設機械メーカ、大手建設企業だけでなく、スタートアップを含むソフトウェアベンダーなど建設分野以外の企業が参入する
など、新たな市場が形成され始めており、我が国が次代のイニシアチブを獲得するためには、「技術開発の加速化」と「社会実装の支
援」を両輪として促進する環境構築が求められている。

Society5.0との橋渡しとして、SIPで開発する技術について、社会実装するための制度
構築に係る取組み

「スマートインフラマネジメントシステムの構築」
└A.革新的な建設生産プロセスの構築

ＳＩＰ（第3期）

ＢＲＩＤＧＥ

一社では開発が困難な、共通基盤や大規模かつ複雑な技術の開発を推進。

建設施工の自動化・自律化技術の開発を加速化及び社会実装を支援するための環境
（オートメーションハブ）を構築し、国内企業・スタートアップの開発・導入を促進するととも
に、第３期ＳＩＰスマートインフラマネジメントシステムの構築で開発される「汎用性の高い
自動施工技術」の社会実装を加速化
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２．解決する社会課題・背景／現状

2

【背景・現状・課題】
我が国が直面している人口減少の中、建設業は他産業と比較して高齢化率が高く、建設事業の担い手不足が深刻化しており、建設現場の

生産性向上・省人化を担う技術として、建設施工の自動化・自律化技術が注目されている。国内外の建設機械メーカ、大手建設企業だけで
なく、スタートアップを含むソフトウェアベンダーなど建設分野以外の企業が参入するなど、新たな市場が形成され始めており、我が国が
次代のイニシアチブを獲得するためには、「技術開発の加速化」と「社会実装の支援」を両輪として促進する環境構築が求められている。

【施策内容】
建設施工の自動化・自律化技術の開発を加速化及び社会実装を支援するための環境（オートメーションハブ）を構築し、国内企業・ス

タートアップの開発・導入を促進するとともに、第３期ＳＩＰスマートインフラマネジメントシステムの構築で開発される「汎用性の高い
自動施工技術」の社会実装を加速化する。
（１）自動施工の導入をコーディネートできる人材（自動施工コーディネーター）の育成
（２）建設現場の最適稼働・最適配分をリスクのない仮想空間で検討可能な自動施工導入シミュレータの開発
（３）自動施工・自動建設機械・システム・通信設備等の情報を一元的に集約する自動施工導入データベースの構築

自動施工のシステム・建設機械・施
工いずれにも精通し、システムベン
ダー・建機メーカー・施工業者を統括し
て現場導入をサポート

人材育成プログラム

（３）自動施工導入データベース

（１）自動施工の導入をコーディネートする人材の育成

工事の与条件に対して、通常の建設機械を使用
した場合や自動施工を導入した場合の施工効率・
コスト・省人化率等をシミュレーションし、現場の最適
稼働・最適配分を検討可能

（２）自動施工導入シミュレータ

元請け

一次下請け

二次下請け
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３． 研究開発等の内容・社会実装の目標  ＜①自動施工コーディネーターの育成＞ 
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○自動施工の導入にあたっては、通常の施工に関する知識はもとより、自動建設機械や運用するシステム、通信設備
等に関する知識が必要であり、中小建設会社にとってはハードルが高い。

○施工・自動建設機械・システム・通信設備等の知識・情報を持ち、各関係者との調整を担うことが可能な人材を「自
動施工コーディネーター」として育成し、これまで自動施工の導入に踏み切れなかった中小の建設企業への普及促進
を図る。

現 状 自動施工コーディネーターの育成

工事の関係企業（例）

自動施工を導入しようとした場合・・・

元請け

一次下請け

二次下請け

建機メーカー

レンタル会社

システムベンダー

設計コンサル

何から手配
すれば…？

どの施工箇所に導
入可能？

自動施工用の
設計が必要？

自動施工用機械・
設備の調達先は？

自動施工用機
械の使い方は？

どんな自動建設機械
の需要があるのか

施工・機械・システム・通信等、自動施工に関す
る横断的な専門知識を持つコーディネーターの
役割を担う人材の育成が不可欠

どんな現場で使っ
てもらえるのか

どんな施工環境
で使われるのか

自動施工は通常の建設工事と異なる分野（機械・通信・システム等）
の高度な知識・技術が必要であるため、自動建設機械が開発されたとし
ても、中小の施工業者が工事に導入するには高いハードルがある。

⚫ 施工・機械・システム・通信等、自動施工に関する横断的な専門知識を
持つコーディネーターの役割を担う人材（自動施工コーディネーター）を
育成

⚫ 具体的には、自動施工に必要な知識・技能を技術の最新動向を踏まえ
ながら網羅的に調査・整理するとともに、関係企業が社内で人材育成を
可能とするための講習等に使用する人材育成プログラムを作成する

自動施工コーディネーターのイメージ

建設
機械

管制
システム

施工
データ

自動施工導入データベース

DBを基に作成

人材育成プログラム
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３． 研究開発等の内容・社会実装の目標 ＜②自動施工導入シミュレータの開発＞ 

○自動施工の導入にあたっては、初期コストやシステム等の運用コストが必要である一方、施工の効率化や現場の省
人化等の効果があるため、トータルで導入の要否を判断することが必要であるが、自社で技術や機材を所有していな
い中小建設会社にとってはハードルが高い。

○自動施工を導入した場合のコストや効果を試算可能な「自動施工導入シミュレータ」を開発し施工業者に提供する
ことにより、これまで自動施工の導入に踏み切れなかった中小の建設企業への普及促進を図る。

現況地形データ 完成設計データ 運搬ルート

入力条件イメージ

最適稼働・最適配分を検討

複数の施工シミュレーション（イメージ）

入力

自動施工が導入
可能な箇所は？

導入コストは？

施工効率は？

省人化率は？

機械台数は？

自動施工を導入した場合のメリット・
デメリットを定量的に評価・判断する
手段がないため、導入を断念

従来施工 自動施工

現 状

各工事現場において、施工者が自動施工の導入の
検討を容易に行えるツールの開発・提供が必要

各工事現場の施工内容や施工数量、地形条件等の条件を入
力することで、従来施工や自動施工に必要な人員、建設機械、
費用等を算出可能な「自動施工導入シミュレータ」を開発。

・・・

使用機械

×２

×３

×２

×５

作業員

×５

×２

自動施工導入シミュレータの開発
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３． 研究開発等の内容・社会実装の目標  ＜③自動施工導入データベースの構築＞ 

○自動施工の普及に向けた自動施工コーディネーターの育成や自動施工導入シミュレータの開発にあたっては、自動建
設機械やその管理・運用システム、また自動施工を含む施工履歴データ等の情報を集積・蓄積し、利用可能な環境
が必要。

○施工・自動建設機械・システム・通信設備等の情報を一元的に集約し、施工者や開発者等、誰もが容易に情報を
取得可能なデータベースを構築する。

現 状 自動施工導入データベースの構築

工事の関係企業（例）

自動施工を導入しようとした場合・・・

元請け

一次下請け

二次下請け

建機メーカー

レンタル会社

システムベンダー

設計コンサル

何から手配
すれば…？

どの施工箇所に導
入可能？

自動施工用の
設計が必要？

自動施工用機械・
設備の調達先は？

自動施工用機
械の使い方は？

どんな自動建設機械
の需要があるのか

施工・機械・システム・通信等の情報を一元的に
集約し、誰もが容易に情報を取得可能なデータ
ベースの構築が必要

どんな現場で使っ
てもらえるのか

どんな施工環境
で使われるのか

自動施工は通常の建設工事と異なる分野（機械・通信・システム等）
の企業が関わっているため、施工者は機械・通信・システム側の情報が、
逆に機械・通信・システム分野の担当者は施工者側の情報が、それぞれ
得難く、また異なる分野の専門性が無いため技術の優位性等の判断も難
しい。

⚫ 自動施工の機械やシステム等の情報を一元的に集約し、施工者の誰も
が容易に情報を取得可能なデータベースを構築する

⚫ 「自動施工コーディネーター」の育成に向けたプログラム策定を促進するとと
もに、「自動施工導入シミュレータ」と連携、データ提供を実施。

⚫ 自動施工が普及促進されることで、データベースが充実・拡充され、育成
プログラムの高度化やシミュレータの精度が向上するなど相乗効果が期待
される。

・・・

育成プログラム

建設
機械

管制
システム

施工
データ

自動施工導入データベースDBを基に策定 DBを基に算出

自動施工導入シミュレータ

DBの
充実

自動施工の普及促進
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